
令和５年度　松本市・信州大学　連携事業

産 学 官

1

包括連携協定（信州大学・松
本市連携協議会）

文化、産業、医療、教育、学術等の分野で相互に協力
し、地域の発展と人材の育成に寄与することを目的
に、包括連携協定を締結し、連携事項の円滑な推進を
図るため、連携協議会を設置するもの

連携協議会の開催により、連携事業の実施状況、連携
の効果及び課題を共有することができるとともに、今
後の連携の方向性等を確認している。

H17～ 信州大学 松本市

2

フューチャーデザイン(地域
政策研究会）

環境、人口、社会保障等の持続可能性が論点となって
いる種々の社会問題の解決には、現代世代が持つ将
来世代に対するエゴをコントロールすることが最大の
核心となることを指摘した、最新のアプローチ
この新たな手法をどのように実際の政策等に応用す
るかについて、松本市における実施を含めて、市職員
と研究者が密接に連携して手法開発を行うプロジェ
クト

地域が抱える本質的な問題や複雑化した課題につい
て、研究を進めていくことにより解決に向けた糸口を
見つけていくことができる。
これまで、新庁舎建設計画及び次世代交通政策の検
討を実例にワークショップを実施。
令和３年度から、地域づくり・公民館分野での実践を
進めている。

H28～ 信州大学
立命館大学

松本市

3

連携コーディネーター制度 民間事業者や行政職員に大学連携コーディネーター
を委嘱し、産学官連携事業等のプロデュース活動を活
性化する制度として実施。大学の研究や教育シーズに
ついて学ぶとともに、地域のニーズ等を大学と共有す
るためのワークショップを実施する。

連携協定の実質化として、個人が連携窓口になって
具体的なプロジェクト等のコーディネート、プロデュー
スができる。

H28～ 金融機関 信州大学 県内各自治体

4

地域中核・特色ある研究大
学の連携による産学官連
携・共同研究の施設整備事
業

水循環・水由来のグリーン水素エネルギー循環システ
ムの基礎研究から社会実装までを一気通貫で推し進
めるため、信州大学において、新しい拠点（「アクア・リ
ジェネレーション共創研究センター(仮)」）を松本キャ
ンパス内に整備

アクア・リジェネレーション分野のPI/ユニットや研究・
実証機器を同拠点に集約し、水循環、燃料電池分野を
得意とする山梨大学との研究連携、長野県内での
フィールド実証及び事業化、全学をあげた産学官共
創・スタートアップ強化等を図る。

R5- 県内企業、業界団
体等

信州大学
山梨大学

松本市

No 事業名 事業期間事業概要 事業の効果
構成する機関



産 学 官
No 事業名 事業期間事業概要 事業の効果

構成する機関

5

地域中核・特色ある研究大
学強化促進事業

世界的にも特色のある研究大学として、人の活動に
必要な水や水由来の水素エネルギーを、循環型・地産
地消型で永続供給（サステナブルな供給）することで、
人々の命と豊かな生活、産業を支え、ひいては経済成
長と地球再生の両立の実現を目指す

アクア・リジェネレーション分野のコンソーシアムを形
成し、以下のような活用（循環）により、水・エネルギー
地産地消モデルの実証タウンを形成する。
・未来社会像の設定、地域課題解決のシナリオづくり
・水循環、地産地消型水由来水素等の研究開発
・地域での実証・評価

R5- 県内企業、業界団
体等

信州大学
山梨大学
東京大学
名古屋大学
東京理科大学等

松本市
長野県
飯田市等

6

まつもとRe-Design Hub 地元企業のデジタルマインドの醸成のためのデジタル
化支援として下記取組みを行うため、KＰＩ達成に向け
た進捗管理、推進のためのノウハウ提供、事業の周知
を産学官金連携により行うもの。
・デジタル利活用促進業務
・デジタルシティ松本フォーラム
・デジタルシティ松本推進企業認定、表彰
・デジタルシティ松本推進機構（DigiMAT)への参加

・地元企業の競争力UP
・デジタル化に取り組む文化づくり

R4.5.16～ ・松本商工会議所
・一般財団法人松
本ものづくり産
業支援センター
・株式会社八十二
銀行
・株式会社長野銀
行
・松本信用金庫

信州大学 ・松本市
・経済産業省　関
東経済産業局（ア
ドバイザー）
・総務省　信越総
合通信局（アドバ
イザー）

7

デジタルシティ松本推進機
構（DigiMAT）

市民の幸福度の最大化を目指し、人口の定常化につ
なげるため下記取組みを産学官連携により行うもの。
・デジタルシティ松本推進機構（ＤｉｇｉＭＡＴ）設立
・地域課題の解決や新しい価値の創造に資するデジタ
ルサービス創出
・地域デジタル人材の育成

・実装・実証のフィールドの提供
・デジタル人材の輩出

R5.
4.12～

・セイコーエプソ
ン株式会社
・ソフトバンク株
式会社
・株式会社テレビ
松本ケーブルビ
ジョン
・日本電気株式会
社
・東日本電信電話
株式会社
・株式会社日立シ
ステムズ
・SearchSpa
ce株式会社

信州大学（特別会
員）

・松本市
・長野県（特別会
員）
・まつもとRe-
Design
Hub（特別
会員）
・経済産業省　関
東経済産業局（オ
ブザーバー）
・総務省　信越総
合通信局（オブ
ザーバー）

8

持続可能な奈川地区推進協
議会

人口減少と少子高齢化が著しい奈川地区が持続可能
な地域となるため、諸課題の解決に取組むもの

・持続可能な奈川地区推進計画2023の策定
・奈川小中学校におけるデュアルスクールおよび自由
進度学習の推進

R3.9～ （株）ふるさと奈
川
DMOアルプス山
岳郷
地域住民

信州大学
松本大学

松本市
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9

地域づくり研究連絡会 「地域づくりに係る信州大学経法学部と松本市との連
携協力に関する覚書」に基づき、松本大学を含めた三
者による研究連絡会を設置し、地域づくりの推進に係
る調査・研究、研修事業等を実施するもの

・学生との協働プロジェクトの展開により、若者が活
躍できる地域社会の構築や地域づくり人材の育成に
貢献できる。
・フューチャーデザインの活用を始めとした各種研究
事業を通じて、中長期的な地域づくりの方向性が明ら
かになる。

H24～ 信州大学
松本大学

松本市

10

地域づくり市民活動研究集
会（未来へつなぐ私たちの
まちづくりの集い）

松本らしい地域づくりの一層の推進に向けて、地域、
行政、大学、NPO・市民活動団体等、多様なネットワー
クを構築するため、関係者が一堂に会して学び合う研
究集会を開催するもの

市内各地で展開される様々な実践に学び合い、課題
解決に向けたつながりや気づきを得ることで、地域活
動の更なる活性化が期待できる。

H24～ 信州大学
松本大学

松本市
松本市教育委員
会

11

松本をもっとよくしようプ
ロジェクト（まつもっと）

学生が松本市に愛着を持ち、永く定住を希望するよう
な魅力ある街にするために「松本をもっとよくしてい
こう」を理念として活動するもの
①まつもと暮らしガイドブックの作成
②「学割でおトクにかえるパスポート（学割カエル
パ！）」事業
③若者向け「食べ歩きマップ」の作成・周知
④大学生向け街歩きイベントの開催

若い世代が松本市に興味関心を持つきっかけになる
とともに、学生目線の新たな事業・仕組みが構築さ
れ、地域の活性化につながる。

R元.７～ 信州大学 松本市

12

奈川えんがわプロジェクト 信州大学の学生有志による活動。
持続可能な奈川地区を目指して、『今、住んでいる人
の暮らしを少しでも楽しく充実したものにするにはど
うしたらいいか』をテーマに、地域の声を大切にしな
がら自分たちができることを見つけて活動を進めて
いる。

学生ならではの考え方や取り組みが地域の活性化に
つながる。
学生が地域住民と関わり、地域を知ることによって地
域への愛着や地域づくりを担う人材育成につながる。

R3.4～ 信州大学 松本市

13

寄付講義「松本市の魅力発
見ゼミ－松本のアンバサ
ダーになろう－」

・学生（若者）目線で松本市の魅力について考えても
らい、その魅力を発信する。
・学生（若者）の見方や考え方を移住施策の参考とす
る。

学生（若者）の移住促進 R2.10～ 信州大学 松本市
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14

行政評価　外部評価 行政評価の客観性を高めるために、政策的事業を対
象に大学有識者による外部評価を実施。包括的連携
協定を締結する信州大学及び松本大学に所属し、第１
１次基本計画で掲げた７つの政策分野に精通する有
識者を、それぞれ外部評価員に委嘱

実施計画の策定などを通じ、今後の政策立案や事業
の見直しに反映

R4～ 信州大学
松本大学

松本市

15

松本ユース平和ネットワーク 　若者が平和について考え、学習や活動を通して、平
和を発信できる人材育成を図るもの

　若者世代や地域全体の平和意識の高揚を一定程度
図ることができた。

H28～ 信州大学
松本大学

松本市

16

包括連携協定に基づく学生
の実習受入れ及び職員派遣

　包括連携協定に基づき、学生の実習受入れ及び本
市職員を講師として派遣するもの

　実習の成果報告を通して、学生からの本市への施策
提案等

H28～ 信州大学 松本市

17

選挙啓発及び主権者教育 　学生と選管事務局との意見交換会の実施や学生が
主体となり、学生に向けた選挙に関するアンケート調
査、選挙時における大学内での啓発活動及び不在者
投票（滞在地）申請補助を選管事務局と連携しながら
行うもの

　学生が主体となって同世代に啓発や選挙時の投票
補助を行うことで、若年世代の選挙や政治に関する意
識の醸成を図ることができる。
　また、若者の考えや意見を選管事務局が行う啓発や
投票環境整備に取り入れることで、若年層が投票しや
すい環境作りや選挙・政治に関心を持つきっかけとな
る主権者教育や啓発を若者目線に立って行うことが
できる。

H29～ 信州大学 松本市



産 学 官
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18

松本大北地域出産・子育て
安心ネットワーク事業

松本医療圏構成市村や医療機関等で構成する「松本
地域出産・子育て安心ネットワーク協議会」を通じて、
分娩医療機関の負担軽減を図り、安心・安全に出産で
きる産科医療体制を維持。大北医療圏構成市町村・医
療機関からも本事業への参入依頼があり、令和3年よ
り松本大北地域出産・子育て安心ネットワーク事業と
して活動。
 健診協力医療機関・分娩医療機関の両医療機関で利
用する共通診療ノートの活用とともに、講演会・相談
会を内容とする公開講座を開催するなど周知、啓発
を実施

共通診療ノートの活用等により、妊娠初期から分娩医
療機関を利用する妊婦は、年々減少し、医療機関の役
割分担の推進と分娩従事医師等の負担軽減が図ら
れ、安心・安全な出産ができる体制が整備されてい
る。
 また、地域住民の理解と協力を得るため、公開講座
を開催するなど周知啓発に努めている。

・松本地域出産・子
育て安心ネット
ワーク事業H20
～R2
 ・松本大北地域出
産・子育て安心
ネットワーク事業
R3～

・松本市医師会
・塩筑医師会
・安曇野市医師会
・大北医師会
・松本市産婦人科
医会
・松本市小児科医
会
・長野県助産師会
中信地区（松塩
筑、安曇野、大
北）

信州大学 松本市
塩尻市
安曇野市
麻績村
生坂村
山形村
朝日村
筑北村
大町市
池田町
松川村
白馬村
小谷村
松本広域連合
北アルプス広域
連合
松本市保健所
松本保健福祉事
務所
大町保健福祉事
務所
長野県立こども
病院

19

認知症サポーター養成講座 学生への出前講座の実施 より実践的な認知症についての知識を深めること H29頃～ 信州大学 松本市

20

認知症サポーター養成講座 共通教育科目の「健康科学・理論と実践」講義に、認知
症の正しい理解、適切な対応法を学び、認知症の人や
その家族を支援する認知症サポーター養成講座を活
用していただくもの

より実践的な認知症についての知識を深めること R元～ 信州大学 松本市

21

学生実習 看護師を目指す学生の地域看護学における行政の役
割や支援方法を学ぶための臨地実習を受け入れるも
の
＜主な連携内容＞
１　実習オリエンテーションでの事業説明
２　保健センターでの事業見学
３　実習時の指導・助言

後進の育成及び職員の人材育成 H18～ 信州大学 松本市
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22

まつもと子ども未来委員会
サポーター

まつもと子ども未来委員会のサポーターとして子ど
も達の学習のサポートを行う

子ども未来委員会の子ども達に年齢が近い大学生が
サポートすることにより、委員会活動が活発になり、
子どもの意見表明や社会参加の促進につながる

R元～ 信州大学 松本市

23

こども法務実習事業 大学教員、学生、県・市職員による児童虐待通告対応
ロールプレイの実施

実習参加者の児童福祉行政や関連法案に対する理解
が深まる。
新任職員向けの研修プログラムとして活用できる。

H30～ 松本赤十字
乳児院

信州大学 松本市
長野県

24

松本平ゼロカーボン・コン
ソーシアム

脱炭素社会の実現に向け、広く松本地域の産学官の
力を結集させ、地域性と事業性とが両立したエネル
ギー自立地域の形成が促進される事業の展開を支援
するもの

・会員企業／団体の脱炭素及びエネルギーの地産地
消に係る知識の底上げ
・会員企業／団体の脱炭素事業の立上げ支援
・会員企業／団体同士の脱炭素及びエネルギーの地
産地消に係るシーズとニーズのマッチング

R4～ 125者
（Ｒ6年2月末時
点）

信州大学
特定非営利活動
法人環境エネル
ギー政策研究所

松本市
安曇野市
塩尻市
朝日村
山形村
長野県（アドバイ
ザー）

25

マイボトル利用促進事業 ・浄水機能をもつ結晶材料「信大クリスタル」を搭載し
たアクアスポットsweeを設置することで、マイボトル
の利用を促進し、SDGｓ達成、脱プラ社会の実現を目
指すもの

・信州大学と本市の連携により、市内15か所にアクア
スポットsweeを設置

R3～ ヴェルヌクリスタ
ル株式会社

信州大学 松本市
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26

脱炭素先行地域事業 乗鞍高原地区（ゼロカーボンパーク）の宿泊施設・飲食
店等を含めた全民生需要家を、再エネ設備、省エネ設
備等の導入のほか、地域主導型・地域裨益型の小水力
発電施設の導入により脱炭素化を図る。
また、観光客等が利用するE-bikeやグリーンスロー
モビリティを導入し、環境配慮型二次交通を構築する
もの

・小水力発電施設は、地域裨益型の再エネ施設として
活用。収入は、地域の課題解決への活用を想定するな
ど、将来世代に有用な地域資産として継承
・ゼロカーボンを体現する移動手段等の提供等によ
り、世界水準のサステナブルツーリズムモデルを構築
し、世界に冠たるゼロカーボンパークを形成し、観光
業の底上げを推進

R4～R8 信州大学 松本市

27

松本市
森林再生市民会議

市民と森林の距離を縮めることを目的に、森林への
興味関心を高めるためのイベントやワークショップを
実施するとともに、松本の森林再生につながる「長期
ビジョン」を策定するもの

市民の森林に対する関心が高まり、森林・林業が抱え
る課題に対して考えるきっかけになる。
また、森林長期ビジョンの策定により、一層、森林の
再生及び健全な森林づくりや適正な森林循環の構築
及びゼロカーボンシティの実現につながる。

R4～R6 信州大学 松本市

28

ツキノワグマ
学習放獣事業

有害鳥獣駆除で錯誤
捕獲されたツキノワグマを学習放獣するもの

地域住民の安全確保とツキノワグマの保護 H20～ 信州大学 松本市

29

松本地域産学官連絡会 産学官が一体となってネットワークを構築し、既存中
小企業者や起業家等への効果的な支援を行う方策を
研究するため設置

各種シンポジウム、研修会の開催をはじめ、展示会出
展支援、研究会の設置など、中小企業者への支援を実
施

H13～ (一財)松本もの
づくり産業支援
センター
㈱信州ＴＬＯ
(公財)長野県産
業振興機構松本
センター
松本商工会議所
松本機械金属工
業会

信州大学
松本歯科大学
松本大学

松本市
長野県松本地域
振興局商工観光
課
長野県工業技術
総合ｾﾝﾀｰ情報技
術部門



産 学 官
No 事業名 事業期間事業概要 事業の効果

構成する機関

30

松本ものづくり産業支援セ
ンター

新たな「松本市工業ビジョン」に基づき、工業活性化
のための支援機関として設置

企業課題の解決のために、産学共同事業への誘導、各
種支援に活用

H30～
（H21～）

松本商工会議所
(公財)長野県産
業振興機構松本
センター

信州大学 松本市

31

信州メディカルシーズ育成
拠点

・平成22年3月8日開設
・平成23年6月メディカル機器47機器を共同利用開
始

企業が通常手に入らないような検査機器を安価で貸
し出し可能となり、企業の開発の速度が上がった。

H22～ 社団法人長野県
経営者協会
鍋林㈱
キッセイ薬品工業
㈱
(公財)長野県産
業振興機構

信州大学
松本歯科大学

松本市
JST
長野県
長野県工業技術
総合センター

32

信州メディカル産業振興会 ・平成22年5月24日設立
・現在までに数回の講演会、施設見学会等を開催
会員100（企業等58・大学等7・医療等3・行政等17・
金融機関9・個人6）R5.2現在

メディカル分野へ参入を目指す企業を集めて情報交
換、ニーズ発掘を行うことにより、既存機器の改良、
新たな機器の創出が行われた。

H22～ 鍋林㈱
キッセイ薬品工業
㈱他56社

信州大学
他６団体

松本市
他１６団体

33

松本市農業の課題解決プ
ラットフォーム・コア会議

高齢化や担い手対策、地産地消、環境にやさしい農業
など多様化する農業の課題を効果的かつ具体的に解
決するため、個別課題ごとに解決に取り組むプラット
フォームを設置するもの
○　プラットフォームの構成
　【コア会議】
　　課題の整理、利害関係者による課題別検討部会の
調整を行う
　【課題別検討部会】
　　個別課題に応じて利害関係者が具体的な解決策を
協議する場

令和5年11月以降、3回開催したコア会議によって、
大局的な視点から本市の農業課題や進むべき方向を
整理することができた。

R5～ 農業者 信州大学 松本市
松本市農業委員
会



産 学 官
No 事業名 事業期間事業概要 事業の効果

構成する機関

34

松本市ものづくり
人材育成連絡会

　連絡会の構成団体で連携をとりながら、地域産業の
将来を担う若年者の育成や地元への就職、産業に必
要な人材の確保など総合的に人材育成を支援する。

　連絡会の各種事業を通じて、若年者の技能尊重気運
の醸成を図る。

H25～ 長野県経営者協
会
松本機械金属工
業会
松本商工会議所
松本臨空工業団
地管理組合
大久保工場公園
団地管理組合
西南工場団地協
議会
松本地区雇用福
祉協議会
松本職業安定協
会
松本地区労働者
福祉協議会

信州大学
松本大学
松本工業高校
中信地区高校校
長会
松本市中学校
校長会

公共職業安定所
ポリテクセンター
松本
松本技術専門校
長野県工業技術
総合センター
松本市

35

セイジ・オザワ 松本フェス
ティバル

世界的指揮者小澤征爾氏率いるサイトウ・キネン・オー
ケストラによる国際音楽祭「セイジ・オザワ 松本フェス
ティバル」を開催するもの

「音楽とスポーツ都市宣言」を掲げる松本市にとって
の実践活動として、音楽文化と地域の振興を図る。

H27～ セイコーエプソン
㈱
信濃毎日新聞社
㈱八十二銀行
松本商工会議所
キッセイ薬品工業
㈱
アルピコホール
ディングス㈱

信州大学 松本市
長野県

36

技術職人材確保に係る学校
訪問

本市の技術職員募集についてＰＲするため、学校を訪
問し、担当教員等と面談するもの。

有益な情報交換を行うことができ、効果的な人材確
保につながる。
また、学校と顔の見える関係づくりを行うことができ
る。

H28～ 信州大学 松本市

37

技術職人材確保に係る説明
会、講座等への参加

学生に対して本市技術職員の業務内容等について説
明するとともに、現役職員との懇談を行うもの（対面
又はオンライン）

・学際的な協働により、参加した市民へ、十分な熟議
の場を設けることができる。

R5.12〜 信州大学 松本市
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38

学都松本推進事業 信州大学人文学部「学びの場を地域に創る2023」事
業と連携し、信州大学の活動に市民が参加する機会
を創出する

学都松本の重要な要素である信州大学を身近に感
じ、その活動や研究成果を市民が享受できる

R5.6～ 信州大学 松本市

39

信州大学全学教育センター
と松本市教育委員会との連
携協力事業

信州大学全学教育センターと連携して講座や研修等
を実施し、教育文化センターの事業や教職員研修を含
む、教育活動全般の充実を図るもの。Ｒ４年３月に信
州大学との連携協定に基づく覚書を締結。今年度は
サイエンスセミナーとサイエンスカレッジを複数回実
施した。

子どもや子どもの学びを支える大人（教職員を含む）
が共通の体験や探究を通じて学びを深めるととも
に、人材の育成に寄与する。

R4〜 信州大学 松本市

40

教職科目「教職実践演習」外
部講師

松本キャンパス教職課程（人文・理学）の学生が、教育
実習を終えた４年次後期に履修する、必修科目「教職
実践演習」を松本市教育委員会関係者とともに実施。
現場で即戦力となる教員の育成・輩出に寄与。

　教職課程を受講する人文学部４年生・理学部4年生
を対象に、国語・社会・数学・理科・英語の授業づくり
（5コマ）、学校運営や学級づくり等で大切なこと（2コ
マ）を指導主事または現職教諭が担当し、教員養成に
寄与。
　教育課程研究協議会への参加（教職課程を受講する
人文学部4年生、理学部4年）。

H25～ 信州大学 松本市

41

教職科目　「指導法特論」外
部講師

松本キャンパス教職課程（人文）の学生が、３年次前期
に履修する、「指導法特論」を松本市教育委員会関係
者とともに実施。実践的な教職教育を目指した授業、
中学校教諭の養成に寄与。

　教職課程を受講する人文学部3年生を対象に、国
語・社会・英語の授業づくり（3コマ）を指導主事また
は現職教諭が担当し、教員養成に寄与。

R３～ 信州大学 松本市

42

松本若者会議 ・若者が行政や企業などと地域・社会課題を共有しな
がら主体的に課題解決に向けて考え、実践・改善につ
なげる。
・若者が積極的にまちづくりに取り組み活躍できる機
会や実践の創出と意識の向上及び人材育成を図る。
・今年度はインターン企画「トトノッテミソ」の販売戦略
について実践している。
・インターン企画を通して、若者の就職活動の一環に
つなげる。

　若者一人ひとりが社会で活躍することにより、若者
の意見が反映される地域社会、まちづくりを目指す。

H31～ ・ＸＹＺ代表
・一般社団法人Ｋ
ＯＫＯ
・プルグラデザイ
ン
・コピーライター
・紙工芸作家
・講座協力企業
（株式会社井上、
林檎の湯屋お
ぶー、ゲストハウ
スしましま、ゲス
トハウスタビシ
ロ）

信州大学 松本市
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43

松本市中央図書館及び信州
大学医学部附属病院患者図
書室の連携事業

松本市図書館ネットワークシステムによる図書館業務
の実施

入院患者、外来患者及び患者に関係する市民等に図
書資料を提供し、教養、調査研究、レクリエーション等
に資する。

H21～ 信州大学 松本市

44

信州大学附属図書館と松本
市図書館との連携協力

・貸出資料の連携サービス（相互返却）
・相互貸借の活用
・インターネットでの蔵書検索システムの相互リンク
・図書館のイベントや職員研修などの合同実施

図書館サービスの向上及び地域の学術・文化の発展
に寄与する。
●R4年度実績
<貸借>
市→信大　27冊
信大→市　25冊
<返却>
信大→市　1,289冊
市→信大　48冊
●2023/8/26-2023/9/21松本市中央図書館
1Fロビーにおいて共同企画展示「池田文庫展」を開催

H22～ 信州大学 松本市

45

英語でおはなし会 ・毎月1回、中央図書館で英語のおはなし会を開催 子どもたちが自然に楽しく英語に親しむことに寄与す
る。

H24～ 信州大学 松本市

46

長野県宝松本市旧司祭館活
用事業

旧司祭館の更なる活用に向けて共同して調査研究を
進め発信事業を重ねつつ、令和7年の県宝指定20周
年記念事業を実施するもの
R5年度は4回の調査報告展示と連携講座を実施

旧司祭館の調査研究の深化及びPR
調査研究成果の質が向上することで市民の学びに寄
与することができる。

R3～ 信州大学 松本市

47

地域資料調査整理事業 旧開智学校校舎所蔵の古典籍資料や地域で所蔵する
資料の保存活用に向けた調査整理作業を行うもの
（毎月1回程度実施）

旧開智学校校舎所蔵のものを含めた地域資料の保存
整理の促進
調査研究成果の質が向上することで市民の学びに寄
与することができる。

R4～ 信州大学 松本市
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48

旧開智学校校舎及び建築資
料調査研究事業

国宝校舎や立石清重を中心とする建築資料の調査研
究を行い、旧開智学校校舎の建築的な価値を明らか
にすることを目的とした事業（年に4回程度調査実
施）

旧開智学校校舎の建築的価値の深化及びPR
調査研究成果の質が向上することで市民の学びに寄
与することができる

R4～ 信州大学 松本市

49

特別展「まつもと博覧会」出
展

松本市立博物館開館記念特別展「まつもと博覧会」開
催に際し、信大クリスタルラボ・信州メディカル産業振
興会および構成企業について展示品とともに紹介す
るもの。

松本に拠点を置く信州大学とその取り組みから生み
出された技術・製品について、市内外の方々に知って
いただく。

R5.10.7～
12.10

キッセイコムテッ
ク(株)、(株)ユタ
カ

信州大学（信大ク
リスタルラボ、信
州メディカル産
業振興会）

松本市

50

企画展「北杜夫『憂行日記』
をたどる ― 作品と昆虫標
本にみる信州の自然 ―」

旧制高等学校記念館と信州大学附属図書館・大学史
資料センター・自然科学館との連携事業として企画展
を実施

・北杜夫（松本高等学校＜現在の信州大学＞卒業生）
が高校時代に採集した昆虫標本などを展示して、当
時の松本周辺の自然を知ってもらうほか、旧制高校
生の生活などに対する理解を深めてもらう。また、当
館常設展の入館者増加を図る。

R6.3.9～
R6.5.6

信州大学附属図
書館・大学史資料
センター・自然科
学館

松本市

51

信州大学学生との意見交換
会

松本市議会交流部会による若者との交流の場を設け
るため、今年度は、信州大学学生と意見交換会及び議
会報告会を開催するもの（H28以来2回目）
※来年度以降の交流先は未定

学生に政治を身近に感じていただき、市議会が市民
に開かれた議会であることを知ることに寄与する。

R5.7.7 信州大学


